
大島商船高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 英語
科目基礎情報
科目番号 0218 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 商船学科 対象学年 4
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 『英語演習手帳 続文法編』（大阪教育図書）
担当教員 石田 依子
到達目標
このクラスでは、次の内容を主眼とする。①１〜３学年で習得した文法知識が完全に身についていることを確認する。②習得した文法力を応用
させて、特に「英文を正確に読む」力を養成する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 ３年次に習得した文法が完全に身
についている。

３年次に習得した文法がある程度
は身についている。

３年次に習得した文法がほとんど
身についていない。

評価項目2 既習の文法知識を応用させて、問
題を解くことができる。

既習の文法知識を応用させて、あ
る程度は問題を解くことができる
。

既習の文法知識を応用させて、問
題を解くことができない。

評価項目3
学科の到達目標項目との関係
本校 (1)-a 商船 (2)-c
教育方法等
概要 昨年度に引き続き、このクラスでは、項目ごとに文法問題を解くことによって、文法力の強化をはかる。
授業の進め方・方法 毎回の授業で学生は各自が問題を解く時間を与えられ、その後にパワーポイントを用いて解説する。
注意点 授業にのぞむときは、学生は必ず英和辞書を持参すること。
授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング □  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 授業のガイダンス

2週 不定詞

聞き手に伝わるよう、句・文における基本的なリズム
やイントネーション、音のつながりに配慮して、音読
あるいは発話できる。明瞭で聞き手に伝わるような発
話ができるよう、英語の発音・アクセントの規則を習
得して適切に運用できる。中学で既習の語彙の定着を
図り、高等学校学習指導要領に準じた新出語彙、及び
専門教育に必要となる英語専門用語を習得する。中学
で既習の文法や文構造に加え、高等学校学習指導要領
に準じた文法や文構造を習得して適切に運用できる。

3週 不定詞

中学で既習の語彙の定着を図り、高等学校学習指導要
領に準じた新出語彙、及び専門教育に必要となる英語
専門用語を習得する。中学で既習の文法や文構造に加
え、高等学校学習指導要領に準じた文法や文構造を習
得して適切に運用できる。

4週 動名詞

中学で既習の語彙の定着を図り、高等学校学習指導要
領に準じた新出語彙、及び専門教育に必要となる英語
専門用語を習得する。中学で既習の文法や文構造に加
え、高等学校学習指導要領に準じた文法や文構造を習
得して適切に運用できる。

5週 動名詞

中学で既習の語彙の定着を図り、高等学校学習指導要
領に準じた新出語彙、及び専門教育に必要となる英語
専門用語を習得する。中学で既習の文法や文構造に加
え、高等学校学習指導要領に準じた文法や文構造を習
得して適切に運用できる。

6週 分詞

日常生活や身近な話題に関して、毎分100語程度の速
度ではっきりとした発音で話された内容から必要な情
報を聞きとることができる。日常生活や身近な話題に
関して、自分の意見や感想を基本的な表現を用いて英
語で話すことができる。

7週 分詞
説明や物語などの文章を毎分100語程度の速度で聞き
手に伝わるように音読ができる。平易な英語で書かれ
た文章を読み、その概要を把握し必要な情報を読み取
ることができる。

8週 前期中間試験

2ndQ

9週 関係詞
説明や物語などの文章を毎分100語程度の速度で聞き
手に伝わるように音読ができる。平易な英語で書かれ
た文章を読み、その概要を把握し必要な情報を読み取
ることができる。

10週 関係詞
説明や物語などの文章を毎分100語程度の速度で聞き
手に伝わるように音読ができる。平易な英語で書かれ
た文章を読み、その概要を把握し必要な情報を読み取
ることができる。



11週 時制

平易な英語で書かれた文章を読み、その概要を把握し
必要な情報を読み取ることができる。日常生活や身近
な話題に関して、自分の意見や感想を整理し、100語
程度のまとまりのある文章を英語で書くことができる
。

12週 時制

平易な英語で書かれた文章を読み、その概要を把握し
必要な情報を読み取ることができる。日常生活や身近
な話題に関して、自分の意見や感想を整理し、100語
程度のまとまりのある文章を英語で書くことができる
。

13週 仮定法

平易な英語で書かれた文章を読み、その概要を把握し
必要な情報を読み取ることができる。日常生活や身近
な話題に関して、自分の意見や感想を整理し、100語
程度のまとまりのある文章を英語で書くことができる
。

14週 仮定法

平易な英語で書かれた文章を読み、その概要を把握し
必要な情報を読み取ることができる。日常生活や身近
な話題に関して、自分の意見や感想を整理し、100語
程度のまとまりのある文章を英語で書くことができる
。

15週 仮定法

平易な英語で書かれた文章を読み、その概要を把握し
必要な情報を読み取ることができる。日常生活や身近
な話題に関して、自分の意見や感想を整理し、100語
程度のまとまりのある文章を英語で書くことができる
。

16週 前期末試験
評価割合

試験 出席点 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 70 30 0 0 0 0 100
基礎的能力 70 30 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


